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研究団体育成事業

昨年度に引統き､.漁村青壮年研究グループの技術改良、経営改善等の研究活助について助言指

導を行い、漁具漁法ならびに養殖技術の改良普及を促進した。

本年度研究活動を行った研究グループは次表のとおりである。

研究グループ名 会員 数

泉佐野漁協青年部 60＃

谷川漁業技術研究会 9

下荘謎殖技術研究会 11

研究項目

鉄管漕技術導ス

釣餌蓄獲技術

ワカメ獲殖技術
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水産技術交流事業

前年度に引続き、研究グループの指導者を先進地に派遣見学せしめ、優良技術の導入を図り

もって漁業生産の向上と改善を促進する。

1 ．実施方法．‘
、
Ｉ

守
り

2．見学後の処麓

見学後、調盃事項は普及資料第20号「漁業技術の改良と普及Ⅸ」に印刷し、全漁協に配布

するとともに、先進地視察報告会を開惟し、普及に努めた。

（高機殻、時岡博）
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第1班（漁業班〕 第2班（養殖班

視察先 山口県光計 愛媛県西条市

導入技術名 釣技＃

月給附

ノリ養荊

人貝櫛成 漁業者5名、引卒者13 漁業者5名、引卒者14

実施期日 1月10日～14日 1月18日～22日

日程 4泊5日 4泊5［

実施方法 見学および実1 見学および実習



漁 業技術研修会

もって生産の向上と経営の改善を促進するため次のとおり繕府下釣漁業者の技術改良を図り、も宅

練会を開催した。

1 ．実施期日

3月1日～3日

2．開催場所

泉南郡岬町深日

深日漁業協同組合

3．識師

徳島県阿部国 雄

4．研修内容

さわら、はまち曳細釣について

イ漁具柵造及び仕立法

ロ操業方法

5．研修対象漁業者

南海町、岬町の釣漁業者

4631

(高橋毅〕

－165－



専門技術指導事業

水産増殖技術指導

前年度に引続き、府下の浅海養殖について巡回指導を行い、技術の改良と普及を図り経営の改

善を推進した。

巡回指導内容

(時岡博）

-16S-

指導回数 指導人日 指導地便 時〃I

タコ義則 5胆 13人 泉南郡抑日］ 5月～12ノ

カワハギノ 15 〃南海町 9/]～12ノ

アナゴ，3 ノダ 5月～11ノ

ハマチ鼎 ‘ 〃 岬I 5月～3J

ワカメバ 2§ 12C 〃南海町 周年

計 4（ 162



漁船機械取扱指導

府下における20トン未満の助力漁船は1,273隻で内ディーゼル践関は61.9%を占めても

るが機関の取扱について適正さを欠いている態がある。磯関の適正な取扱は海難防止、燃料費、

修理磯の低げん等経営合理化及び漁ろうの円洲化が図られるので巡回指導を行った。

,．巡回指導I'-'､蛸為

漁業協同組合と連絡の上現地にて漁船の観閲診断を行い、諸部分の計測並びに不調箇所の発

見および醐整方法と応急処理等について指導を行った。巡睡認実施状況は第1表に機関お皇

び鯛整個所別の件数は第2表に示した。

第1淡組合遮同指導実施状況

－167－

－

鋤《’
大阪市

貝濠市

泉佐野

岡田油

樽井

西鳥取

下荘

淡輸

深壷

谷ノill

小島

|§

10 1 12

13 5（

鏑
響

－

10名

4

7：

2 4

4！

3<

2:

2 5

31

2 8



節2炎漁船機関診断及び指導調整個所

一
計
一
酸
５
７
４
７
２
３

診断個所

クランク軸系＄

シリンダー〃

吸 排 気 弁〃

燃料”

澗柵油〃

冷却水〃

その他

計

2．漁船機関研究グループ育成事業

41年現在、漁船機関連用、整備、

りである。

第3没

および応急処紐等に関する研究グループは第3変のと目

ーーー－－－

設立年月日
一一一

i腐蕊～匙と一
西鳥取漁船機関研究会 斜

割手

:】．2匹

１
－
１

淡
－
足
一

〃
一
〃
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ワ カメ養殖企業化試験

目的

ワカメ鍵殖1F業の普及を図るため39年腿に府単‘10年皮よりIffl殖技術改良試験により先達的

試験として実施し40年度には11グループにて行なわれるようになった。今年度は未だ実施さ

れていない深日漁協地区の普及を図ると共に、従来の方法に角彊式の養殖方法を加え、その爾波

性、管理作業面等の比較試験を行った。

期澗

昭和41年11月1日～42年4月30ざ

場所および協力研究グループ

大阪府泉南郡岬町深日

深日漁業技術研究会

7，pf
F

、
言
？

／－『
大阪市

、
○堺市

深日漁港

阪
漉田市岸軍

深日

／‐

方法

（1）砿

府下泉南町樽井漁協で水賦指導で採苗したもので菰糸1CT1当り15～50ケの発芽が見ら

れた。
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聡

(2)施没

(ｲ）筏水平式（1台規縄307"、3本張り）

剛平血区

荘怪

第よ、2図のような筏をポリロープ16画、20"&4本、20噂イカリ‘丁で没鯉した

親細はワラ縄3木撚り27綱を使用し、筏1台30〃&3本誤りとし、昨年E:の結果から引

込水位は80～15OCTlとした。

(ﾛ）角喪式（1セット当り親縄’07"’2本強り）

凋平面Ⅸ 側面u

一

一



第3図のとおり角綱はポリロープ16CT,四角にはハイゼツクスウ300顧浮子を付け他

の浮子(”180”でポリロープ16”4本、20噸ｲ.カリ4丁で設脳した。

張り込み水位は水面下1.07ﾉ&とし、穂糸の取付けは、さし込み式をもちいた。

結果
1，う＆-,.岬涯・蝿31．

（1）成長
！《．苧,‐

‘11年11月18日本養殖を実施し、12月19日の第1回測定では1C尻以上のものを測

定したが、角弧式は平均4.9叩、最大16“であった。

第2回目は、42年1月11日にiocra以上の大形群のもので測定し、角張式は平均

29．4c呪最大60.0ca筏水平式は平均26.7股大65.OCTである。

第3回目は、2月1日20“以上のものを測定し、角禍式は平均53．1”最大110α"‐

筏水平式は平均51．5”股大125”であった。

第‘』回目は､2月27日に5OCm以上の大型群を測増紫:角張式は乎均99.ZCmh'i大
’64”で、筏水平式は荒天のため中止した。。‘”,．
なお親縄測定個所のワカメは2月27日まで採取しなかった。

第ユ表の成長曲線では’2月

下旬の水温13^C以下となる頃節’麦

からの成長が著しかった。角溌式の成長と水温
C瓦

(2)収戯
110

2月’日に節1回の採取を行100

い、その後延6回②採取（成畏90

点から切り取る〉を行った。角80

張式456厩筏水平式36970

彫の水揚蔽で、親縄1m当り角60

狼式は3.8曝筏水平式は4．150

彫であった。40

(3)角張式と筏水平式の比較30

両者ともワカメ収班や耐波性20

についての差は認められなかつ10

たが、管理、採取作業の簡便な

点において筏水平式の方がすぐ

&一一一・筆ワカメの成長

｡－－－→水温

点線

⑥
、

、
、

へ
、

｡、
、

/〆､､′へ．
I

1020304050607080

－．1‐ー

90100110120

× 〆
〆"

／、1月2月3月
、〆、

11月L2月

-171-



れていた 。 ． 、：P

経済効果については特に比較検討はしなかった。t’

考察

1．今年度の試験では親縄im当り4噂の成繊を収めたが、他県で実施された結果では親縄1伽

当り7～8彫の生産が上げられており、これはワカメの種頚や環境にもよるが養殖方法の巻付

式と差し込み式による相異と考えられる｡

巻付式は種糸を多く使用し、密殖になり品質が劣り、差し込式は密殖にはならないが、作業

面で非能率的であるといわれており、42年度には巻付式と蕊し込み式との品質、収俄等径演

面の比校検討が必要と感じられた。

2．近年大阪湾沿岸でも浮流し式によるノリ餐殖が普及して来たので､この浮流しセットのアン

カーロープ等を利用してワカメ.獲殖の親縄を摂る方法の拭験と普及を図りたい。

3・大阪府沿岸の天然ワカメは豊景の年には1月中旬頃より収獲されるので養殖ワカメも少なく

ともこの頃には収穫できるようにしたい。

-172-
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裁培漁業種苗中間育成放流事業

本事業は沿岸漁業の近代化と経営の合理化をはかるため、漁業資源の蜘割上が瀬戸内海裁培漁

業協会と国が中心に実施され、同協会より妃付の種苗を一定期間育成管理し、他の生物の食害ミー

蹴境に対する順応性を強め、放流効果を商めるを目的とするもので、昭和38年度より府水産課

において委託醜業として関係紐合が、担当していたが、41年度より委託形式を廃し、水試の琴

業とした。

秘苗飼育悩理および放流結果

諭~理 受入月E 受入尾数

ア イナノ 5月13日 14,4001̂

5月18日 25，605

クルマエビ 7月27日 400,000

8月20日 400,000

イサ 畠 9月21日 30,000

計 870,00(1

放流尾数 飼育期間

7.200尾 直接放流

23，60③

195，00雪 23日

iy9.00o 25il

26，50● 31日

451,300

－173－

放流場所

泉南町、岬町
■一一

南海町

貝塚市、泉佐野市

泉南町、南海町

岬町、南海町

(時岡博
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種 苗養成事業

｜“;”
昨年と同じくカワチプナ、コイ、和金、ハクレンの秘苗を養成し、府下の農村、学校零に配布

した。
｜

篭 ｨ悪“｜…
！:.：'’

830尾、早27尾を交配させて採卵した。ふ化および毛仔養成を網生賛で行ない､_その後
卜“

土池（12号池）へ移し青仔錠成を行った。

親魚弾

830尾

￥27尾

採卵費

2,500,000粒

生費 癒財W

A6Bfi 9田I

分 養 嬢 膳仔取揚盟

B6面-C6ffi140.00.厨

鈎j蜘佃

18Hi!

．イ’0

－ －－－－一

備裂

B生賛で9日間養成可
しc生賛に入れ変へ

更用池 h抵毛仔数｜青仔取揚げ数｜放饗月日｜取揚

誰蝿弱鍬 D－OOO屋182000圧

注生賛A34メッシュ2m×1．8m×o.9m

生賛B20メッシュ47凡×1.87/i×し.97

生賛C16メッシュ4細×1.87凡×0．9m

秋仔養成は循環'号池に於て行った。

養成池 放養青仔世 収揚げ鋤 放養月E

循環1号池 82,000ハ l.iooK 8月8日

取揚げ月日

12月1.2.3.E

6

餐成期間

118日催

2．フナ種苗養成

施肥試験池に親魚を孜養自然産卵により秋仔養成を行った。施肥饗魚試験参照。

3．和金種苗養成

3520尾、早361尾で2回採卵した。1回目は卵のまま土池4号池に移殖、秋仔迄義成

し､,回目は網生喪いふ化､毛仔養成の後､土池6号池に移殖､秋仔獲成を行った｡また-部
は網生賛でそのまま秋仔養成も行った。

結果は次のとおりである。

養成柵 移殖卵数 毛仔間 取揚げ鞠

4号池 1.000.0OOi 60OE 62．000尾

6号池 500.000i 30Ofi 63,000II

放養月日

5月18

6月10

－175－

取揚げ月日 養成期惜

10月9.10[ 145日側

10月13．14E 125日Bl



－
１
－皿 日間！~5~頂「23，000尾’5月2網生賛500.000粒

4．ハクレン秘苗養成

埼玉県より8月18日に入荷、80.000尾を網生賛にて、8日間鍵成し、12号池へ放餐

した。

好殖月日l取揚げ数1取賜げ月日｜霊成田MH催伍1入荷月日I雄香剤

ac牛管8日Ⅲ8月25B26OKSI11月24.25日99旧

5．餌料

各養成と銅餌を1日3回行い、 コイ秋仔養成は練餌を1日1回併用した。

布6．配

生産魚を農業協同組合、学校等に配布し、一部を試験研究用、親魚養rmと して残した。配

および数量は次のとおりである。布先

昭和41年度緬苗配布

他は農業協同組合、学校等に配布しち－部を試験研究、親魚養成用として残し、生産魚のう

た。配布先および数愚は次のとおりである。

－176－

サナォ 米卿 幸ルドミノ1 アオ1 ポ…一 菓子屑

数最 峰 数 画 i輔 政、 1鱗 斑 地 数f 比 鋼 t 慾 計

コイ
一一－

和 金

ﾉヴレン

彫
2，342．

365

440

％

20

5

50

彫
504.

270.

440．

久
均
″
．
。

3

51

噂
16

79

％
14

1

蝿
3，29

グ
Ｌ
。

3（

関
28．9

12．8

ロ
ノ

。

。

胸
3，29

％
31

K

11.100．

728.0
－－

881．4

計 3，149 1．215．1 1，724． 3，29 4'.71 3029〔 1．271．1

配布針
配 布数量

コイ秋仔
（陸1

フナ秋仔
（彫‘

ﾉ、クレン

(池
フナ2年顧苗
（坊一池〕

ワキン秋日
（坊一歴1

備考

大阪計 40－860 69-66.50(

堺ヨ 12 2】 2-1.50C

布 施 r l 1－10 3－2,00(

吹田、 20 51 I-10 1－1，00（

貝塚71 20 31

池田、 50 10( 3-30

守口Tl 2－70 1－50（

商槻刊 5 10i 6－80000



1－1

I0

－B一

ia

総括

1）コイ、和金とも採卵ふ化が順洲に行なわれたが、コイは毛仔でのへい死が目立った。

2）コイの誕成中背仔取揚げの際曳き網の中で泥にまみれへい死魚が出たことと、完全に排水

して取勘げることか出来ず、歩留りは悪かった。又循環1号池にも取り残し魚が多かったuJ

で秋仔の成緬がおもわしくなった。

3）和金稚成は順 洲-ごあった。

'－177-

配布先

枚丈

茨才

八尾市

富田林市

浸屋川研

河内長野謙

和泉市

河内計

大東刊

泉南 割

北河内郡

豊能郡

岸 和田市

豊中戒

南河内郡

泉北郡

泉佐野市

門真市

泉 大津市

枚岡市

京都府

3【

－

60

－

1〔

7 5

3［

100

－

30

2 5

3 5

3（

1（

20

860蝿

弛配.．¥護,，布数m
･フナ秋仔

(彫

125

二二コ一一

一

50：

」

100

10

25

15

300
:

1

180

6（

5〔

100

1,305彫'182彫153校-1卿120彫

ハクレ：

(彫

10

一－－

－－－

1

フナ2年駈苗
(校一彫）

’

－

1－2（

1-30

1－3

1－11

1- 4(

ワキン秋仔
(校一尾）

2-4,50(

2－．、1050(

3－3．00（

1 - 5 0 (

2-10500

1－50（

4－ユ1.00c

2－10，000

1－50《

1－1，00（

■

2－4．50

3-4.00C

1－50§

1－3，00（

1－501

109校-126,000
－－凸＝一

州異

一－－－■

－－■一

一
室
一

Ｌ
ｌ
Ｆ
三
‐



4）ハクレン縫成は、コイ秘敗の残魚があったためか歩留り成長ともに悪かった。

使用親魚掛

採卵闇

ふ化I

毛仔闇

取揚げI

給餌，総ﾛ

動物性餌料の比邸

畑肉係自

養成面8

”当り生竜困

コイ

830尾
￥ 2 7 尾

2,500.000粒

1.000,000尾

140.000I|

1.200K{

11.100．6

20ツ

X5．6

2，756師』

435〃

和 金

6520足
￥361辰

2.000.000粒

1，200，000尾

1,100,000尾

148,00OH

72I

50ツ

0.(

2，696”

164』

80.000尾

．260鱒

881．4

50ツ

3.2

2，995麺2

86〃

注（1）循環1号池コイ秋仔養成時全生産量は1.965KSX

（2）12号池ハクレン種苗養成時全生産量は29O.SKff*
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淡水魚萎殖事業

目的

本年度は40年度末に造成された循環ろ過式謎成池2面（3．4号池3，648壷）を新たに加え

徹環池3面（6，185㎡)謎成池‘1面（5，896，f）を使用して周年に亘って餐成及び祷養拭験
噺

を行い､特産魚カワチプナの販路拡張を図ることを目的とする。電割を行い、特産魚カワチプナの販路拡張を図ることを目的とする。
.｡：｡

砺 業擬要

(1）かわちぶな、こいの成魚養成邸業

術環1.2号池はふなの成魚巽成を、徳環4号池はふなとこいを混養

じて行い、養成6号池は秋から翌年の春までふなの蓄養試験を行った．

供拭魚は一部を残して売却し、関東方面で新たな販路を開いた。

繭蹴4号池はふなとこいを混養して成魚養成を年間を冠

その概要は次のとおりである
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注）大阪府に出荷とは大阪府淡水漁業協同組合の東京出荷用に売却分

月 別
放 義＃

品名 数量 試験池

出 荷魚

品 名 数 月 試験枇
備 考

4月 かわちぷな 2,50OK ⑤3号1 かわちぷズ 4,0ooKs ⑲1号制 擬 … 聯繍,胤鵬

5月
かわちぷな

こ い

2,600K|

1.65OKj

⑬4号＃ 循環4号池試験開始‘

6月 かわちぷ/J 4.50OKj ⑬3号＃

禍
一
明

かわちぷな

'

2，250彫

2.250KS

⑬’号判I

』

東京都に出聯

大阪府に出澗

9月 』 1，875彫 』 〃〃

10月 かわちぷ耐 4.80Oft ⑮1.3.4罰 〃 3，215彫 ⑬3号鮒 東京都、大阪府に出荷

11月
こい

13，400胸

1，650m

)1.3号f
B 6号N

⑬4号1

タ

こ い

'’140恥

iooKs

⑬1.4号州

⑬4号淵

大阪府に出荷

""

12月
かわちぷ期 1.198R かわちぷな

こい

3，195恥

3,000Kg

⑯'.4号fd

⑮4号北

東京郁、大阪府（学校配布）に出荷

大阪府に出府

1月 かわちぷオ 5，000彫 ⑬3.4号批 〃ノ"

2月 かわちぷf』 5,130Kj ⑬4.6号『 9，500彫 ⑬’号枇 〃"

3月 ｑ 12,30OKS鐙3.4号樋 ""

合 計
ふ ね

こい

34.128̂ 5

3.300Ke

ふ力

こい

44.72sKa

3,30oKet
次年度繰翻

ふな3，200蝿

こい510斑



(2｝かわちぶな秘苗蓄護邪業

養成池4号（1，291㎡）を使用し、10月より翌年2月迄蓄養試験を行った。

供試魚は府下股村配布と一部試験用を残し河川放流用として関東方面に出荷した。

概要は次のとおりである。

L0
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月別

11月

12/：

2月

合計

品 名

かわちぷね

放養量

i.o00Kj

2，50聖

1,360

d,86己

出荷園

2，405

1．88番

4，285

備 鎚
一

大阪府、東京都、千紫県、茨城県

試験池、放流魚



淡水魚養殖試験

、溜池における有機施肥養魚試験

五井池
旅

船橋川の護岸工事で、川の水は中池、五井池を通って画水吐より団地内の水路に放水されたの

で、昨年の取揚後すぐに満水となりたえず溢水していた。しかも3，4月にはたびたびの降雨で

水の交替はひどかった｡‘月下旬以降は流入水はあって錘水吐より出ることは稀であった｡§
月13日に「ヒシ」を取除いたのでその後は全く姿を消した。6月下旬よりミクロシステイスが

猛烈に繁殖し7月中旬まで続き、下旬には緑色味が少くなって水色は黄味を帯び、コーグレナの

膜もみられた。

過去4年間カワチプナ卵を放獲して顧苗の養成を行ったが、歩留りが悪く取揚戯は常に予定を

下廻っていたので、本年は大助の養成も一つの目的に親魚を数多く放して自然産卵による繁殖を
●

行なわせ、初期餌料の不足は投餌によって補うことを試み、施肥と給餌によって飛躍的に増産し

ようとした。なおヒプナ（ヘラ型、体色赤）も価か混養したが春に余水吐より流出した形跡があ

る◎

4月21日に始めてふ化仔魚をみたので、同日より投餌を行った。5月中旬にも産出された卵

を見付け20日には僅かながら仔魚を認めた7月下旬にはこれら稚魚の麓が水面に移しく浮上し

ていたし、たまに舟で粉餌を水面に広く散布すると多数の稚魚がこれを摂り波立っているのがみ

られた。環境の噸上としては隣池の中池でへい死のあった7月31日に、この池でも水色は緑味

黄褐色となっていて午後5時頃でなお種苗の鼻上げが認められたが、へい死魚はなかったようで

ある。

放捉鉦

1－28カワチプナ竿×ワキンSF23.4噂平均17.99推定19016

2－22カワチプナ親魚150噂平均244.39614ff,

8－3コイ42噂平均199．11211尼

取揚赴12 － 5 ， 6

カワチプナ（大助）148彫平均530．59尾数279尾

〃（大)78.2K9385203"歩留78．5%
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ｶﾜﾁブﾅ(麺繭)1.772噂平均27.7(推定)蹄開0)
：．イ9.1.5噂50018 2 8 5 ． 8 艶

ヒプ・ナ（体色赤）12．2K’218．2、56
｝32．1％

″ （ 体 色 黒）1．58彫316．‘5

計2,103.48噂1,965.7噸／ha

マグナ’00彫

モロ コ10K9

エピ20Ky

総計2,233.5彫2,087.2雌／ha

施肥料市販乾操鶏糞

3-311.2:00K^7-13990K$!

4-137507-22750

4-232707-24750

5－201．0208－91，020

6－149909－271，000

6－221，020合計唇,760彫

乾燥換算7,320彫6,841.11亀/ha

絵餌避4月21日～10月14日

回 ボップ,ｺー ﾝ 米粉

4ノ 3回 35彫 罰9

12そ

1ユニ 77.ミ

63 152．

71

エ0

合附 ､33 :!0

壬ルドミール

‐鞠I
ー

ー

Ⅱ

■

一

30

300

米輔

－彫

17

3（

‘”

フィッシュミーノ1

8.5K

32．5

77

60

24三
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ｻﾅｷ粉
↑

-K

16

10己

15

13畠

菓子胴

-Kb

112‘

164.；

27号

合計

43.5噂

158．

238，

292．5

342．

524．

45

1645



春 側 新 池

昨年のハクレンとカワチプナの拠猛試験で、放養時のハクレン：カワチプナは亜獄で1：

17．5尾数で1：7．5であるのに、取揚時にはハクレンの総遁職はカワチプナのそれより僅かに･錫

多くなり、1尾当りの大きさでもハクレンば8081とまづまづの成長であるのにカワチプナの

F1:患茎;鰯鰯鶏態;;蕊蓋撹誌重:奮素蝋
ン早×カワチプナ8）とコイを混養した。盤成方法としては施肥と給餌を併行して行い、

限り多量の生産を目指した。

放養戯

”耐に蝋瞬郷麓‘｡:::：
フナ親魚2-22200彫平均246.39812尾

識芽篭蹴"蕊；
取揚丑12-20，21

フナ大助112．5彫平均509．01推定221尾歩留27．2％

フナ⑮1184噂平均’推定尾歩留

フナ⑲’4噂平均’推定尾一歩留

甑苗851噂平均83．31推定10，220尾．歩研

．イ52．6噂平均633．81推定83尾歩留39.0%

できる

29胆ヒプナ

988.1Kg/ha
●
ト
ー

墨
画、ｊノ 2．243．1彫

マ・ブナ 22Ofo
ご

モロ． 40噂

1.102.7KS!/ha総計2,503．1胸

施肥風 市畷乾燥熟筑

2,100KQ3－31 3，000噂

3，000彫

900彫

7－17

2.01oKs4－24 ２
－
一

句
Ｉ
８1.2ooKs5－24

-184-



5－2s 81．0町＝9－9

1，0．50噂￥.・9－'27

960彫総計

2，0101V爵乾燥換算

1,1a0K9

1，500彫

19，660噂

14，745彫

6495.6Kc/lia

１
９
４

：

１
１
２

－
一
一

６
〃
じ
ノ
ｂ

給 餌澱、 4－21～10－1

一

4月25日に始めてふ化した仔魚と発眼卵を認め、その後も術に姿を･みることが多かった。

8月1日には約.1."&減水していたが、成長は順調に行なわれているものと思われた。同14日革

朝に鼻上げによるへい死があり、その大部は2001程度にな･ずたうずで親無や種苗、ヒプナ、

コイも交っていた。約300彫のへい死と推定した。ごあ頃浮上している韮からもフナが+分ご

大きさになり顧苗もかなり生産されていることがうかがわれたが、へい死のあとは成魚の糞が少

くなり、代って種苗の蕊が急速に太くなり、標本採染で大きな種苗の得られたのを喪付けてい先

取揚げたときマブナもモロコもともに大形であって、菰苗大のものは極めて少なかった。これ茎

春生カワチプナの産卵が先に行なわれ、稚魚の仔魚は初期餌料に恵まれ芯かつたためと恩目

れた。

小 池

地元の話から面積を0.6haとしていたが、実測の結果は0.33haであった。

昨年は地元4Hクラブが使用したが、夏季減水時に故窓に樋を抜かれたため魚は全部流出した。

冬に再度排水することなくそのまま試験池とした。それで本年はヒプナのやや良型のものの養成

－185－

10

合計

邸 ポヅプコー：

56胸

17．

14号

84

一

462

米溌

一閃

15

29

12’

57

コも－ルドミール

一晦

42’

60

48兄

米

-K

ii(!

60

フイツシュミー凡

1弧

64

8；

148．

6（

31

400．

ｻﾅｷ鞍

一脇

21号

31

41

婚荊

－上型？

7§

150

22

合 計

7】彫

239

385

－527．5

－255

87〔

90

2，437，

(1,073.8噂ﾊ趣）



成池とし、あわせてカワチプナの自然画8による種苗養成を行った。それとヒブナの放鍵尾数が

多いため施肥と給餌を併用した。なおこの池は例年「ヒシ」の繁茂が蕃しいが5〒30，6－7

の2国}、発生の初期に取除いたため以後は全く出現しなかった。7月中、下旬には水面にユーグ

レナの膜がみられた。本年も6月20日頃樋柱を抜き捨てられた躯件があり、29日の給餌の際

にはへい死魚がみられた。大部は平均1000になっていたヒプナで、中にカワチプナの親魚が

まじっていた。当日浮上していた死魚数はおよそ700～800とみたが、いずれも腿色し悪臭

を放っていたので25日～27日に死んだものと思われる。（24日の給餌の際には異常なし）

またカワチプナの産卵状況は4月25日は､じめて駁出した仔魚を狸め5月中旬には3階段の大

きさのもの力癖遊していた。

放獲慨

1－2でカワチプナ？×ワキンSF,12噂平均12.89推定940尾

2－26ワキン早×カワチプナSF,46.9彫平均,7．4推定6,30OR

3－‘&ワキン?×カワチプナ$P.36.5彫平均7．51推定4,86Ofi

2－22カワチプナ親魚10彫232．5943尾

4-28コイ3.58彫平均44.298Ul

軍魚0．93彫 2 0 ‘ 6 1 4 5 尾ダダ

取 掛 斌 11－28

カワ チ プナ（大助）13．5彫平均3751尾数36足

〃（大）83．2噸285．71（推定）290凡

〃（小）27＆5町196．31（推定)1.420児ド中池の分）
〃（種苗）127．5町56．81（推定）2，250僻

ヒプナ（赤）32．9噂1 50．21219足

〃（黒）66．5彫136．09489足

イ3．4彫85014尾．

草魚5 ． 9 6 噂 9 93．316尾

マプナ（大）203．5噂1359推定1.50OK

〃（小）212．0噂219推定10,10OR

カワチプナの大・小は中池から侵入のものと思われろ。

施肥科市販乾燥鋤糞

3－31510噸7－13510彫⑦8－
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4－23510坪7－22600噂
cﾛ

5－25510町7－24・i20彫

6－14510彫8－95101〃
"､

6－22510彫9－27500晦

計5，090彫乾燥換算3,817.5均

給餌量4月21日～10月1‘8口

聴／ha

林池

枚方市大字春日にある1.2haの池で平均水深は2.5111

ぁ愚｡今…“"錘､無迦で"書，"･噂’

、
、
、

１
１
１
０
１
■
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
州
Ⅷ
●
爪
い
》
、

－

→

←
－

F4－

程庇といわれている。耶用の余水吐はなく水位の低い時は

二本の水路から注水されるが、満水になって尚大雨のとき．

は低い水路から水はでてゆく。しかし着通は満水になると

本水路と災水路との間は堰止められるので水の交替はない。

池から市道までは約200'凡の狭い農道で述絡しているだけ亨施肥､給餌､取揚にも極めて不便

であるため今まで職種的な蕊魚の行なわれたことはなかった。ここでハクレンの餐成を主な目誌

に試験を行ない、ヒブナ、コイを少量混養し、カワチプナの自然産卵による種苗養成もあわせ誤

みてみた。

放義遮取揚澱、施肥姓は次のとおりである。

放養量

1－28ハクレン44彫平均8．8彫推定5，000尾

－187－

合計

回泌

回冗
○
ｑ
》
の
。
《
、
Ｆ
Ｄ
《
ひ
１

ポツ方一

胸５
６
４
９

３
２
８
４
－
一
一

29

米粉

卿
５
５

一
一
７
３
７
－
一
一
躯

７
７
７

１

》
２

ゴールドミーノ

2エ旨

3（

302

米粧

やＩ

７
０

－
一
一
－
１
３
－

4‘

フイツ亥ユミーノ
0

7‘5彫
0

５
三
・
」

■５
一
二
９

３
４
６

〃
８
匹
ｐ
ｐ
ｑ

６
１

232．1

ｻﾅﾆ殿

131

菓子限

－噂

131.I

138.J

269．1

合 計

42.5N

161．5

206．5

256

361．3

498．5

45

1，571．3



1－28和金8×カワチプナ早4噂平均・201推定200尾

2－25カワチプナ親魚10彫平均256.40推定39尾

4－28コイ6.6噂平均、441推定ユ50尾

取揚鉦10月26，27日

ハクレン2，275．8噂平均60013，793尾歩留75．9％

和金3×カワプナナ早6．1359尾29．5
(F319fi)

カワチプナ親魚14.94503384．6

イ68．18 96 76 47 ．3コ

カ ワ チプナ租苗66．1、18．7推定3,530

合計2.431.03K̂ 2,025.9Ks/ha

プナ101．5マ

モロコ19

総取揚赴2,551.53彫2,126.3彫／ha

施肥量

3－30市販乾燥溺糞1,050噂乾燥換算3,802.5K5

4 － 24〃1，0＆0

3.16gfo/ha
5-201.500

5－241，500

合計5，070鱒

5月中旬でも尚水は清澄であったが、下旬の施肥でやっとプランクトンによる水の濁りがみと

められるようになった。田楠時には狭い農道がさらに狭くなって施肥が不可能となったので、天

然餌料の生産力沙くて魚類の生産杜も少いだろうと予想されたが、少くともハクレンは予定をや

や上廻る5，000足放養すれば5001になる大きさに成長していた。ただ6月に1回だけ満水

になったのでこの際に逃逸した個体がかなりあったらしい｡コイの減少は盗釣によるものだろう

が残存個体は十分過ぎる程成長していた。カワチプナ稲苗が極めて悪い成縦であるのはやはり初

期のプランクトンの貧困が原因であろう。結果としてハクリレンの性質によるとはいえ、少い施

肥でha当り2トン以上の成績をあげることができた。

松塚下池

昨年の成績からみて本年は次のように放養したが、本年もやはり釣りや逃逸のために歩留りが
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悪く、取揚成綴は不良であった。

放養 域

1－エエカワチプナ猟苗90鱒平均15．29推定5，900尾

エー17コイ11．4平均57．0’200足

〃ハクレン4．4平均8．71推定500尾

平均263．2176尾

取揚謎10月.12日

ハク レン80彫平均975182尾

カワチプナ486噸v平均230'推定2，100尾

カワチプナ狐苗エ32．8町平均709推定1，900尾

．イ49．8彫平均1，310138尾

施肥愚

5－19市販乾燥鶏斌2，010彫

6－13〃1，110噂乾燥換算4，995噂

6－23〃1，020彫

7－22〃7 501V

7－24〃75 0 彫

8－8" i. 020Ky

合計6．660鱒

寺 大池

過去2年の遜験からカワチプナの取揚数が3.000尾程度であれば十分に成長した大形のも垂

が得られると考えて4，000足放養した。コイも盗釣がひどくしかも成長力零ばしくないので、

150尾の放盤で50％の歩留りと予想した。この池の周Ⅲ1には柳の根が多いのでカワチプナ鐘

親魚を放菱し、自然産卵による繁殖を期待した。ハクレンは第1年目6尾の、節2年目は43毎

尾の生残でともに平均1.3彫になっていたので、本年は50尾だけ放菱してみた。

放養量

2－24カワチブナ亜苗70彫平均17．01推定4，100尾

〃 〃親魚20噂平均270.2174)d

〃ハクレン0．43彫平均8.7050&
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4 － 28コイ6．6町平均4．41150尼

塚働 量 11－30

カワチプナ親魚28．2噂平均’51尾

〃大284．2彫277．811，023尾

〃小552．0彫244．092，187尾

”種苗277．8坪エ7．99推定15,560II

ハクレン49.4K01.008.2049尾

．イ18．7噂505．4137尾

マブナ ’5彫

総計1，225．3晦

施肥獄

4－2乾期糞1，020彫7－19生期蕊4，000噂

4－23〃1，020 7－20/'2.000

5－17生窺糞6.000 7-31//.4,0008●~

6 －10〃6，0008－20”4．000

合計乾期鷲2,040:ア乾燥換算10，633．8噂

生鶏糞26，000噂

招提新池

前年度から引続いて養成を行ない、前年の状況は溜池における有樋施肥養魚試戴報告第2報で

既に細告したが、本年は施肥を継続して収揚げを行った。

施肥冠は

生鶏糞60,000鱒乾燥換算21．000彫（水分65%)

生鶏糞50,062彫乾燥換算12,51SKfi"C水分75%)

で前者の分の投入明細は次のとおりであるが後者の詳細は不明である。（4月から8月にかけて

89台分として投入した）。

4-136.000KS7－64，000彫

4－254，000彫7－76，000噂

5－1710，000彫7－2310，000噂

S－510,000噂8－1710‘000噂
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ハクレン

フナ六

〃 小
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ク

I'マ‘プ・‐§・‘-.J8F

合 計

尾数5,エ52尾

推定7，120尾

推定4，910尾
9口■

693尾

CCIJ

(2，841．6%/tui)

私部新池
え。：．？:．‘‘

前4月災の汚濁によりほとんど全域に近い結果から本年は無施肥・無投餌でカワチプナの種苗二
一J、
唾T

3，000足とコイ租苗を.エ00足放して菱成してみた。
、 ． 0 4 〆 ， －

放蕊識

2－7カワチブナ種苗7．3噂平均2．421推定3，000尾

4－30コイ種苗4.42Ky平均44.2^10011

取揚量I0月28日

カワチプナ532．6彫平均45．61推定11，680尾

．イ25ユ町平均76000:33 m

カワチブナが放蕊の4倍弱も収揚げたのは昨年成績不良刺（ぺい死のため）のため完全に排ﾙ〈
．’『，.‘・鼠』等一

せず取錫時すでに上手の池の租地（放養分と同額）力鋤れ込んでいたものと思われる。そのた室
010、ff..，

二年間の養成でなお識自大の大きさにとどまった。
ユP

40｡､
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循現漉過式養魚池の水質について
争'0一

目 的

昭和41年5月に循現沌過式養魚池3面が完成し、39年、40年に完成した2面を合わせて

5面が稼動することになった。このうち1面は流水式養魚池の環境を再現する方式であるが、残

り4面は止水池に循理滅過方式を併用した式で、これらがそれぞれその特徴を示しているかどう

かを調べてみた。

方法

池水の浄化が噴調に行なわれているかどうかはアルカリ度の推移によってうかがい知ることが

出来るが、この場合は顕著に変化する項目として溶存酸素飽和度を用いた。止水式嫡環滅過池の

代表として循環3号池を選び6月から9月初めまでの変化を流水式循環池（小型）と比較し、ま

た循環3号で24時iⅢ観測を行ってみた。

試験池

循現滝過魚池仕様一覧麦

’
1

0

循環
パ
ー
チ
カ
ル
ポ
ン
プ

4号1
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9
緒果 心,

循環3号池を緬環小型池の観測結界を図示すると次のル

とおりである。
側

循 環 池 観 測 結 果
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表1午削6時より24時IⅢバーチカルボンプ停止（術環3号一

表2午加6時より午後5時までバーチカルポンプ停止、夜間のみ運転．，..．

15時（9月18日）

術潔開始前後の漁過柵の水質（循環3号）

パーチカル銀ンプ催止9月19日午的6時

運帳〃午後4時44分

表3 U－．，1．1佳
品ﾞ

観測時譲
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考察

循環3号池は4時間強で全水騒が1回転することになるので、当然止水池の特徴があらわれる

べきで（図’）飼育池の表脳（0．5畑層）のE点は植物プランクトンの光合成の影響で哉素慨は

明らかに多くなっている。測過柵通過直後(c点）の酸素量は後半で減少しているが、これは5

月下旬より巡転を開始したので、8月に入った頃に細菌類も十分繁殖し、また酸素を消費する有

機物等の堆職も始まっているとみるべきであろう。これにひきかえ小型の方は約20分で1回帳

する窟流速が早いので湖過機通過直後も他の地点にくらべて量的の開きは少ないのであろう。飼

駕鰯雲童鯉皇,慈懸霧窒薦:難:駕萱：
と思われる。循環3号と比較して最も大きい相遮点は観測地点による差が少いということである雪

徹環3号池を24時間述統観測した結果（図2）からは止水池の特徴はさらに明瞭にあらわれ

飼育池では姓夜の差は極めて大きくなる。曝気の効果のあらわれる地点では眠気が酸素量の少な

い水ほど有効であることから、変動の幅は小さくなっている。B点とC点での量的な差が夜間で

大きくなるのは、湾過槽でも植物が繁殖していること、光合成の行なわれない夜間は活力が落ち

バクテリアが桔抗作用で活発に働くことがあるのかも知れない。飼育池で夜間にも最低酸素通が

30％を維持しているのはI晩気の勘jI上であって夜側も停止すれば（表1）未明には数％となって

猛烈な脚上げがみられた。夜間のみ迩転すれば（波2）一応不都合な醜態はみられなかったので

放養戯が少ない時には昼間の秋ンプの停止は当然考えられる措置である。この際に瀧過梢内の水

がどの程度悪変するかをみた’例が表3である。運侭を開始して4分後には早くもPHが急激に

低下し酸紫澱も減少してくる。

そして叶郷上の速さから股も底部の水が上ってくるのは11分前後であるが、矢張り11分の値

が最も鹸卿tが少くて50%となり、アルカリ度も高く悪化の兆候がみられるけれども､その後
は新規の水が適材を通過することになって酸素厳は漸j側してくる。この結果から状況によっては

維持費節減のため昼間のポンプ停止は大した悪影響を惹き起こさないだろうということは想像で

きる。
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ヒブナ義成試験

目的 ；

38年度に養成した2趣類の一代雑種(P,A及びP,B)を産卵させて二代雑種CF/'及びF

3')をつくる。一方Vにカワチプナを掛合せて戻し交配したP̂ C及びP2Dをつくり、それぞ裳

の形質について調査し、6諏類の形質を比較して遺伝の傾向を調べすぐれた新品種をつくり出す

ことを目的とする。釦.《．』)鞠

試 験期間

昭和41年4月1日～42年3月31日

方法

仙年度使用したヒプナE,.ACワキン早×カワチプナ$)とヒプナF,B(カワチプナ早×ワキ参・

8）を親魚として春に恥’及び鳥B'をつくった。

一方今迄のようにヒプナのみを選別交配して行けば奨来目的とするカワチプナの形質をもつ定

ヒプナを作ることができるかどうか疑わしいので本年度はE,1̂ にカワチブナを交露させP.C及睦一

喝Dをつくった。

ヒプナの系統図を示せば次のようになる。

39年’
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結果

1．ヒプナF/>とF,B¥F.CとF,Dの菱成

A)ヒプナF,,*'の養成

親魚FIA（？9尾×$iUS)を麹ﾛさせ約20万粒採卵した。推定鍵成は途中で多量の

へい死を見るなど失敗し、筋年度を下廼る約2ll噂の秋仔を生産したに止まった。

カワチ型のもの6町（330尾）を溜池で成魚養成する。

B)ヒプナF.B>の養成

親魚F1B（平5尾×S7尼）を産卵させ約10万粒採卵した。稚魚養成は側じく失敗し、

秋仔約27町と前年度を下廻った。

カワチ型のもの6.6町（590尾）は42年度溜池で成魚養成する。

のヒプナF,Cの養成

親魚r,A平とカワチプナ8（字10尾×$2OB)を産卵させ約20万粒掘卵し、秋仔

79．5町（19，875尾）養成した。

D)ヒプナF-Dの養成

吸魚カワチプナ早とFIA8（竿7尾×SiiM)を産卵させ72.0Kp(10,440尾）養

成した。

2.FAアとF-B¥PXとF,Dの形質について

A)ヒプナF,A'の形質

41年9月下旬にRandomSamplingした373尾の形質について昌査した。

劉査の方法は前年度に準じて行ない、その結果ではへら型が全体の32％内8ニプナは6％と

カワチ副ヒプナの出現率はF,Aを上廻った。

B)ヒプナFB>の形質について

41年9月下旬RandomSamplingした257尾の形質について閏在した。劉査の

結果ではへラ型が約27％その内ヒプナは約10％であった。

凋在時期が前年度の島A及びF,Bよりも約2～4ケ月早いがカワチプナ型のヒプナの出現

率はよい。F,A及びFB>を前年度と同じ時期に調査すればヒプナの出現率はこの数値よ

りもさらに高くなると思われる。

C)F.CとF,Dの形質

42年3月上旬まで謎成し期在した結果、両者ともヒプナは1尾も出なかった。形態につ

いてはF.Cが全般的に交配“虫特の形をしており、いはF.Cに比べれば体商の岡いカワチ
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ブナ型のものが多かった。又成長についてもr,2cの格差はひどく、大小の差は易Dよりも大

きかった。

又F2Cは取揚のため調曳きをした時池の側壁に沿って集まるなどワキンと同じような習性

も見られた。

F/'とPJJ'の形質調燕結果は次のようになる。

一q
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ヒプナP。Aｱ（ワキン早×カワチ8系）の形質分類表

調査月日1966－9－22～24

』
｜
吾
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

大きさ
尼劉

(％）

体 色

オレンヂ

オレ”写

と
ブラック

ブラック

尾 &

フナ月 ソ尾

将f

1肘 2芯

頭長

普X 短い

体丞

へラ！ その州

ヒプナ

(へﾗ型）

小型 尼数

(全長6.艶加と【下)㈹

286

（76．

26

（9．1〕

6

（2.1）

254

(88．8）

270

(94．4）

1〔

(5.6

256

(89．5

31

(10．5

192

(67．1：

94

(32．9

70

(24．5）

216

(75．5

エ4

(4.9）

中型尼数

(全長艶加2IF）㈹

86

（23．
、

（11.5〕

1

(0.2）

7（

(88．3）

83

(96．5） (3.5

81

(93．1

1
1

（6．9

75

(87．2

1】

(12．8

51

(59．3

3§

(40.7) (8.1）

大型尼数

(塞艶卿以上）御

1

(o. （0.3） (0.3 （0．31 （0．3

合：
尼)

一一一

㈹

373

（100.o

36

（9．6）

7

(1.9）

330

(88．5〕

354

(94．9）

19

(5.1）

331

(90.3

31

（9‘

261

(71．8

105

(28．2

121

(32．4）

252

(67．6

2］

(5.6）



大き，さ

|小型惑

線 隅）

中型感

嚇0噸

j顔
計 一

例

冒泌

(％ざ

17

（69，6

61

（25．7）

1』

（4．7

25．

(100．0

ヒプナf,b'(カワチ早×ワキン8系）の形質分類茨

体 僅

オレンヲ

61

(34．1

21

(39．4

（8．3

8〔

(34．2

オレ”

と
ブラック

13

(6.1：

(i.s:

(8．31

1I

(5．8．

ブラシ冒二

107

(59.8"

37

(56．11

Ill

(83．3

15．

(60.0

尾鰯

フナ尾 三ツ尾

161 17

（89．9 9.E

64

(97.0 3．0

12

(100．0

2s？ 19

（92．2 7.4

智 ：

ミソ 1枚 2秒 な

16； 15

(0‘6 （90.5） (8.4） (1.1

65

（98.5） (1.5)

12

(100.0)

23' 16

Co.0 （93．の (6.2） (0.8）

捌盗月日1966－9－26

頭f 体制 ヒプブ

普通 短↓ ヘラ型 そ劇I (へﾗ型

11弓 69 28 15ヨ 10

(61.5） (38.5〕 (15．6 (84.41 （5．61

41 24 33 3＄

(63．6） (36.4） (50.0 (50.01 (22.7）

(75.0) (25.⑨ (75.0 (25.01 （8.3〕

16 9（ 70 18~； 2曇

(62.6） (37.4〕 (27.2 (72.8） (10.1)



つぎにF,2A'とFB'との形質について比較すれば次のようであるも

又VとF,A'との形質を”すれば次のようになる。

同じくF,aとF,B'との形質を比較すれば次のようである‘

頭長（箸通）
一 一

体型（へラ型）
一 一

体色（オレンヂ）
可 一

ヒプナ（ヘラ型）
－－－

考察

1)F.A'と島B'の形質を見ると、いとF,Bのときに見られた母性遺伝の傾向(40年度報

告）と相反する面が尾、頭艮、体形に見られた。

､
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頭焚（静通

体形（へラ型

F,A

‘94．9侭

71．8

32．4

F,3

92．29

62.’

27．1

腎鰯（1枚 90．3 93．1

休色（オレ野‘ 11.5 40．1

ヒプナ（へラ型1 5．6 10.

項 ！ F,A' P,A 摘 要

尼鮒（フナ尼

頭長（晋通

体形（へラⅢ

92‘6％

51．8

25．9

94．99

71．

32．

尼鯉頭長、体形についてはF/がカワチの形質に

やや近い。

腎鮒（1枚 92．6 90． 啓鯛については逆に易Aがフナの形質に近い。

体色（オレンヂ 13．1 11． F,A がやや少いが調査時期に問題がある

ヒプナ（ヘラソfi) 0.8 5.6

§捲騨
レンヂのものが少いのに逆にへう型のヒプ

項目 F,E
１
軒

官
舎 摘要

尾鮒（フナ厄）

呼鮒（1枚）

96．0詞

97.（

92．2％

93．0

尾鰹脊餓こついては馬B*はフナの形髄より後退し

ている･

57.〔

19.（

62．6

27．2

頭長、体形についてはF-B'の方がカワチの形質にや

や近い。

33．：

5．1

40．0

10．1

体色、ヒプナ（へラ型）についてはF-E

率が高い。

の方が出蓉



2)FA'がフナ尾の出現率が高くなっているのに率,では逆に低くなっており、智1枚垂

ものの出現率が恥，及び平，とも下っておりFz（A‘B・A'‐B，）を通じて母性遺伝の毎

向とは一概に言えない。

3）戻し交配では形態及び習性の面で母性遺伝の傾向が見られた。

4）体色については22A、FA'よりもM、L'B'の方がオレンヂの出現率が高く父性遺伝垂

傾向が見られた。

q■r■

t歩勺者"
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フルーギル養成試験
｡

目 的

産卵時期の促進と稚魚養成、循環浬過式養成池を使用しての成魚養成、好適餌料の開発と給餌

方法の究明などを行ないプルーギルの養殖化を目的とする。

試験期間

昭和41年4月1日～42年3月31日

結 果

1）産卵及び稚魚の発生

5月19日⑧3号池(577nfllb底泥土）に小型のもの（早8不明)390尾(7.85K)

を放ち産卵を試みた。

6月20日に始めて毛仔を見付けたがその後の観察から産卵は数回に亘って行なわれたと思

われる。

7月4日親魚343尾（早192尾、$15114)を取り揚げ産卵池はそのまL稚魚養成に

あてた。その時の親魚の大きさは』尼平均56．51（放養時平均20．11）であり未産卵のも

のが多数あった。

2）稚魚養成

養成池3面を使用し、餌を与えて養成した。餌料は特製のマツシユを造り、給瞬は練餌を主

体にして残餌の出ない程度に与えた。

養成橿要は次のとおりである。

池名 ⑬3号池577面

エアーレエシヨン池底泥

養成1 土

毛仔の発生また 6月20日発見

は稚魚の放養 以後数回に亘って発生

稚魚の大きさ 9月20日採災56尾‘

計測値

全長27．5～57．5”

(平均37．8”

⑥1号池i0Out

流れ式エアーレエシヨン

池底（コンクリート）に

約10函の泥土

7月26日

④3号池よ
尾分2

①

り約9.000

分獲時80尼の計測値

全長14．7～36．2砲

(平均26．8”：

－206－

②2号池10Om

流水式エアーレエシ印

池底コンクリー

8月9日～22日

鐙3号池より約4.500
尾分養

分養時60尾のSi測値

全長20．0～37．8”

(平均30.5ZBO



■bl

以上の名護成池における計測値を詳細に記すと次のようにする。

A)c3号池の稚魚錐成

生産された58.4Kyの魚を大小2群にわけ、大型(21.4K|7,2.770尾、平均7.710)

のものより62尾と小型（371県48，400尾､平均o.7e1)のものから70尾を取り

出して計測してみた。
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池堆

稚魚の大き芝

秋仔の大きビ

生産 2

（月日

給餌』

餌料 係り

⑯3号池577㎡

休磁270～3，540湖

:(平均960”

11月15日曳網取揚

132尾の引測値

全長31．0～135．5”

（平均40．8”）

体重0．32～56．2
（平均1．141）

プル･･ギル秩仔

58.‘卜K'(約51.17
尾）

全生涯賊105．6彫

ur当り1831

588噂

5．57

､③1号池”0㎡】

体重45～790”：：

（平均346133)

11月18日曳網取甚

66尾の:刷値

全長47．0～139．5砿

（平均71．8“）

体重1．24～51．01

（平均7．421）

31．0噂(約4,170JgJ
㎡当り3101．－．

’70噂。

5．9’

⑮2号池100叩胤

体重120～890ms

(平均434”、

10月15日曳網収揚

63尾の計測値

全長53．5～97．8”

（平均73．3”
体重1.9～18．4

（平均7．11’

29．5彫（約4，150尾〕

㎡当り29．，5典一吋

●

158坪！

5．87

全長

31～･$”

41～50

51～60

61～7

イ

71～80

81～90

91～100

Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
“
■
■
宅

。
■
■
“
■
・
口
ｄ
守
ｄ
寺

４
１
１
３
１

0．31～0．68〃

0．67～19．32

1．60～3．．70

〃

3.0～6.望

〃

5.2～10.（

9.0～10.（

13．

0.46S

９
９
２
６
４
５
５

命
■
。

ｅ

●

●
色

●

０
１
３
３
４
７
９
13．5’

ワ
』
４
℃
〆
⑨
戸
口
ｑ
》
４
泊
庁
』
Ｑ
〕
Ａ
ｑ

Ａ
強
勺
４
で
上
小
船
《
ｂ
の
⑨
ハ
Ｕ

９
０
Ｏ

Ｂ

Ｏ
３
４
１

３
１

計測徳‘ 推定生産識．
一一守一

尾激 体 亜 平均体亜 尼数 亜戯

13．8714

12．69

8．．01

1．4【

2.4〔

5.9.

5.0（

0.8（

0．6］



5

注×印は大型のグループ（62尾）の計測値

B)R1号池の稚魚養成

放養魚の大きさと放養量

取揚魚の大きさと生産獄(3i.oKs)

ﾛbP里一

－208－

101～110RS

120以上

25．0剛

41.7～56．2

25.00g

47．47

4！

131

1.13to

6．41

計 13‘ 510175

全長
計測侭

尾数 採集率 ､体． 』 平均体璽

推 定 放 養 I

尾数 砿量

1.4.6～18，唾

５
０
５
０
５

■
●
■
。
、

１
５
８
２
５

２
２
２
３
３

－
一
一
一
一

１
６
１
６
１

■
●
●
●
●

８
１
５
８
２

１
２
２
２
３

362

０
３
２
５
４
５
１

１
１
１
２
１

12.5％

16．2モ

2．50

18．75

30．00

18．75

1．25

45～100■

90～150

０
０
０
０

９
４
３
３

１
３
５
７

－
一
一
《

０
０
０
０

７
４
０
２

１
２
４
４

790

76．5風I

121．9

180．0

314．7

451．5

576．0

790．0

94〔

1，220

190

1.400

2，250

1,410

9（

71.89

48．6

33．7

42．5

15．9

09．9

74．3

‘計 80 100．0（ 346．1 7，500 2,596.7

全腿

40．1～50画

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

６
７
８
９
０１

－
一
一
一
一

１
１
１
１
１

０
０
０
０
０

５
６
．
７
８
９

139．5

■

計 測 値

尾敷 採集率 休亜 平均体副

１
１

１
１

10.61%

25．76

15．15

7．58

24．25

15．15

1．52

1.24～1.479

９
０
６
１
掴

８
６
３
２
９

句
●
、

２
５
７
１
１

－
一
一
一
一

”
ｆ
ｆ
ｎ
ソ
〈
Ｕ
九
岳

匡
Ｊ
。
。
勺
且
ｎ
Ｕ
勿
竺

●
●
●
句

１
２
６
８
１

51．0

1.399

2．Of

401

6．52

10．o;

15．91

51．01

推定生産倣

尾翻 面量

440尾

1β80

630

320

1.011

630

6 0

0.62̂

2．24

2．54

2．0（

10．21

10．12

･･-つ？，

3．21

洲 66 100.01 7．42 4．17（ 31．00



C)c2号池の稚魚養成

放愛魚の大きさと放養澱
早一

一
一
撤
一
鰐
》
１
２
２

－
量

一
》

一
推

長'－3t
薦.．、.‐、砿'．

尾数｜採姫率｜体重i平均唾
120～200m91181.7mg

210～320244．3

bU

360～510446．3．

520～620568．9

7 7 0 ～ 8 9 0 8 2 6．7

io.o0%

11．67

58‘33

15．00

5.00

20．1～24.岬

24．1～28．0

28．1～32．0

32．1～36．0

36．1

■

ｒ
■
■
■
五
己
Ｆ
■
】
■
）

０
０
０
０
０

６
７
５
９
３

０
３

１、

峰

ロ

248

－－1

2，602計’60｜』0…｜
取甥魚の大きさと生産量（29．4彫？

6，00
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全長

50.ユー60．0閣

Ｊ
１
．
‐
。
◇

０
０
０
０

７
８
９
１

－
一
一
－

１
１
１
１

●
●
■
Ｄ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
０

６
７
８
９

計測伽

尾 数

０
７
５
８
３

１
１
１
１

63

採 築 球

一
口
且
■
〈
皿
型
勾
巳
一
一
屯
■
■

８
９
８
５

◆
Ｇ
●
■

５
６
３
８

１
２
２
２

4．76

100．0蝦

体目

1.9～4.2;

3.4～5．

5．2～8．

7．6～13．

17．3～19．0

平均体軍

3.020

〈
茜
０
－
迄
品
一
《
品
一

５
７
２
２

●
●
６
■

４
６
０
８

』

．
ｋ
・
』
１

7.1三

推定生産童

尼.．、錫

661

1，121

991

1，181

201

4015

亜翻

1.99K'

5.1J

6．6：

12．0

3．6．

29．4



41年度稚魚の養成成績をまとめれば次のようになる。

１
画
己
１

大き
⑬3号柵

尾数 平均体重 亜側

⑭’号枇

尼謝 平均体 函i

③2号池

尾数 平均体函 重量

合 ・ 計

尾勢 平均体1 重畳

30．1～40．0鯉

■
■
●
。
●
●

０
０
０
０
０
０

５
６
７
８
９
０１

－
一
一
一
一
－

１
１
１
１
１
１

■
●
●
ｐ
●
■

０
０
０
０
０
０

４
５
６
７
８
９
100．1～110．0

1201以

30,42i

13.141

4．60C

2,030

670

０
５
５

９
４
４

135

１

６
６
６
２
６
０

５
６
７
３
５
０
５
０
５

丹
■

●

４
９
０
１
５
５
３
５
７

●
。
●
●
台
●

０
０
２
４
７
９
１
２
４

１

７
９
５
９
６
６
１
３
１

８
６
５
３
０
８
６
１
４

●
●
●
申
台
●
巾
●
①

３
２
９
８
５
０
０
１
６

１
１ ４

．
１
凸
■
！
ｄ
’
９
４
１
、
ｄ
ｑ
ｄ
０

４
７
３
１
１
３
・
６

４
０
６
３
０
６

1.3.9

2．0(

4．0］

6．52

10．08

15．98

51．0

Ｉ
■
Ｉ
‐

２
４
４
６
１
２
１

６
２
５
０
２
１
２

●
０
。
●
●
Ｄ

ｐ

０
２
２
２
０
０
３

０
０
０
０
０

６
２
９
８
０

６
１
９
１
２

3．02

4．59

6．7C

10．2‘

18．2

K

1.91

5.14

6.6：

12．0

3．61

30.42

13.58

6，33（

3，78：

1．97（

2，28：

871

、 4 5

191

0．456

0．980

2．175

4－2E

6．9（

10．14

16．37

25．0

48．6

13.87脇

ユ3．31

13．78

16．07

13．75

23．15

14．38

1．1：

9．62

計 51,17! 1．14 58．5 4，17 7．42 31．0〔 40151 7.1】 29．4 59,502 2.0 ･119．0（



3）成魚護成

40年度末に完成し趨盾環池過式菱成池（入,304㎡）にプルーギル1～2才魚、ヒプナ言

1才魚、色鯉、フナ、コイなどを5月上旬より逐次放魚した。10月からは本年度生産した『蕊

魚も放養し､菱成は42年度に継続中である。

考察

1）産卵時期を早めようと試みたがも毛仔の発生は前年とほ曾同じ時期となった。

2）生産量は約119．0町（59，000尾）と前年度64．7彫(約8，000尾）を上廻ったが、

過密すぎて体亜11以下が、14.000尾と非常に小さく止り、小さなものはその後多愚のへ

い死があった。

3）餌料は残餌の出ない程度に練餌にして与えた。餌料係数は乾燃餌料で5.6～6.0と非常に悪

いo

4）成長には大きな差があり、分誕した2面の生産量（重避）が前年度の2倍がよいなどの点乞

見ると分養（大きさを揃える）が必要である6

5）成魚養成は継統中であるので詳細については次年度になるが、本年度末で大きなものは1重

150ダ（放養時の約10倍）に成長している。
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鮎養成試験

砺環滝過式錠魚池の57．3㎡の飼育池で前年のとおり養成を行った。餐成期間は5月28日か
●

ら7月28日までの2カ月間である。

なお餌料の租顛及び量は次表のとおりで、練餌として1日2回与えたc

塵
合計

136．14

337．7

1

5月’6月’7月

59．54
－

159．5

|蓬亙妄
P一一一

16．46 29．36
－ －

500．2235．31262．7

肌位:彫

－212－

期朋 5－28～6－7 6－8～6－17 6－18～7－18 7－19～7－2ビ

飼育MKff 3 6 ～ 8 0 60～106．9 59．9～135．5 81．3～100

尾 数 尼 25.000 18，750 10.500 6．30（

平均体砿9 1．44～3．2 3.2～5．7 5.7～12，1 12．9～15．1



鱒養成試験

11．09㎡の流水池（水侭毎分502程度）で鏡の養成を行ったが、その成績は次のとおり＝

あった。

第1回

期間

飼育量均

尾数尾

平均休亜胃

5－1 5－2

－5－2 ～6－1

3.5一心6.： 5.酷伊8．

1,00 944

3.宗6． 6.芦9，

総投餌量32．2町

第2回

H(1 ! 10－24～11－2

飼育髄晦 11．1－ヶ 3．1

尾数尾 1.00

p均体亜』 11．1戸ﾃ： 3．！

総役餌獄70．3誇

6－凶 6－1 7－1‘ 8－2コ 9－5

～6－13 ～7－1: ～8－2こ ～9－ ～10－21

8.4→12． 7.8-季10． 9.4-毛3．1 21.酷い22．3 21.4-歩23，8

934 59 55： 5エ島 498

9.吟13． 13.窪>1 17－歩4 4琴缶43 43→47.モ

11－29～12－2 12－28～42．1－16 1－17～1－24

23．3→48．1 48．3－諺61.I 61.ルーか61．9

9？ 96聖 95二

23.9-シ5 5俳ｼ6， 64－>64．

ILま
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生賛による養鰻試験

目的

養鰻の陸路は活魚餌料の入手と広い水面が必要な点であったが、餌料は配合餌料の出現で解決

したので、現境面では一応水温と酸素瞳が好適であれば鰻の成長が良好なことから簡便さを考え
TI

↑ ・

て生侭による養成を試みた。

試験期間

昭和41年5月10日～7月27日

生賛の大きさ

0．5m×1．9im×0．637(平均水深2eon)

循現水槽の水路に投圏して生賛内の水の強制的交換をはかった。

放 墾

5月9日218尾15．5彫平均体亜71．11

5ﾉ1241127m2.0噂平均体亜74.10

計245尾17．5噂平均体亜71．41

袷餌期II!]

昭和41年5月12日～7月26日

給餌日数

65日（旅凍サバ）

時 果

項目 極砂 族Z調 蝿 蓉 “ j鱗厩 給餌量 摂餌H 餌 祉 騨

実数 245] 17.5K 2421 42.91陥 25.9醜 135.21“ 87.685K 袷& 摂餌

I遣り 221 15．76 21〔 38．6（ 2334 121．81（ 78．99§ 5．22 3．31

摘 要

試験期問中の水温は20～25℃で酸巣風は3～5“／〃と好渦に推移し、餌料係数も予想外

に小さく3.SW'当り12.76Kの取賜げであった。

この場合はtli唖水槽の稚身に生賛を吐いて強制的に水の交換をはかったが、このことに留意すれ

ば池の水面を利用することも可能で副業的な獲鰻の発展が期i寺できる。
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■字

汚 水養魚試験

目的．。．‘

前年度に引続き廃棄有機物の処理を目的としてこれを池に投入し肥料化して、天然餌料を通L

頑魚肉に転換させることを試みたが､ことに本年はエアレーシヨンの実施にも拘らず池水が悪変

しへい死を起すまでや換言すれば有機物投入の限界を求めることを目的とした。また家庭下水琴

流入しこれが腐敗して悪臭を発散させていた池にエアレーシヨンを実施して有機物を分解させ乏

天然餌料を軽て魚肉こ転換させ、池水を浄化することを目標とした。〃…曇域瞬：

試;験 I

前年度から引続きエアレーシヨン(5IPルーツプロワーポンプ）を実施している枚方市船橋垂

中池（1．53ha)を試験池としたが、放錠、取揚、施肥の各髄は次のとおりである二

放蕊 と 愚．！、￥．.、

カワチブナ諏苗343．2鱒推定艮数21.500鼠平均依爾16.晦
晦
晦
晦

２
５
０
７

ａ
．
＆
Ｑ
Ｌ

４
２
１
８

３
３

推定尾数
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57．01
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6 － 7 8．000彫7－3012，000彫

6－810，000彫7－31 6 ， 0 0 0 町

6-102.00OKff8-1610.00OKff

計162,000彫乾燥換算56,700Kjp37,058.8Kff/ha

経過

本年は当初よりエアレーシヨンが不十分で試験期間を通じて平均200カ所から空気が噴出し

ているにすぎなかった。5月10日よりエアレーシヨンを行ない、同15日から施肥を行ったが

7月31日の朝にへい死が起り、夕刻まで鼻上げしている個体がみられた。2日後の水は表面だ

け渡緑色で、50～6ocm以深では灰味のある茶褐色を呈していた。

水質変化の主なものは”が低く、有機物の分解がうかがわれること､溶存酸素はさすがに中、

底閣がいつも少なくへい死の起った当日の午後では数％であったこと、CODが急増したことな

どであり、アルカリ庇はPH同様に低下しなければならない筈が上昇していることから、エアレ

ーシヨンの効果が十分にあらわれなかったのか、バクテリアの能力をこえた鉦岐であったのか

猟縦麓堂裳鰯雲鴛臨憲鯨懸垂慧蝋
た。

試験Ⅱ

寝屋川市美井之町の三ツ池は貯水量1万トンで家庭下水の推定日間流入股は1.000トンであ

ったが、ここ数年は汚濁がひどく悪臭を発散していた。この池にハクレンを放養し、エアレーシ

ヨンを実施したが、その詳細は次のとおりである。

放餐国

ハクレン44噂平均8．89推定尾数5.000H

．イ8． 8噂平均44．01推定尾数20OK

〃30．6噂平均127.30 24OK

攻揚量

ハクレン1．653．5彫平均575．792，872尾歩留57．4％

草魚39．9彫平均1．375．9129尼

．イ112. 9 噂 平 均 4 2 1 ． 30268尾歩留60.9%

エアレーシヨン

SIPルーツプロワーボンプ
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ケーブル総延長700”ル砿出孔630カ所

6月25日～12月22日運転

水質変化の概要

エアレーシヨン開始前は水質の上下差がひどく、底暦水は悪変の傾向を示していたが、実施後

は溶存酸紫の上下の差は僅少となり、pII、全ﾌ･ルガリ度が低下してきて流入してきた有槻物の

分解が促進されていることが判明した。その結果水色もよくなり悪臭は全く消滅してしまった。

誕魚成績

下水の流入により池水が悪変していたとはいえ、エアレーシヨン実施前にハクレン種苗を放菱

し、これが全滅していないことは極限まで池水が悪化していなかったことになる。これは池の一

部埋立てのため底層池水が排出されていたことに原因があるかも知れない。一方歩留りの悪いこ

とは迷逸のためかへい死によるものか不明であるが、へい死体を認めていないことから恐らく蕊．

者によるものであろう。収揚げ個体はいずれもよく揃っており一応の成功をおさめた。期間中.~‐

ントスが極めて少なかったのにコイがよく成長したことは意外であった。
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淡水真珠養殖試験‘一

細胞の大きさによる形成真珠の比較

無掘り見施術でピースの大きさを4，5，6，7画の4種として、その形成真珠量と品貿とを

比較する拭験を行っていたが、その結果は次のとおりである。

各区分毎の形成真珠量（単位，）

爾 礁罰鑑 4唾（43個） 5麺（42個） 6画（43個〕 7”（44個）

3.5W以下 4.I 2.I

3．5－4麺 4．1 2.： 1.’

4-5W 31 3 2 3 1 3 6

5－6m 、2： 21 4 1 4：

6－7m 2.I 1§ 1〔

7”以上

形成真珠凪合： 74．1 72 78.｛ 92.I

母貝1個当り形成戯 1.’ 1.1 2．1 2.‘

ク ズ珠

各区分毎の形式真珠の品質（単位’）

gこ頁蕨毒遷延 i s 2級 3級 3.sn以下 クズZ

4画 6， 2．5 4 3 4

5（ 7．5 9 2.5

7: 16．3 】

6； 7．5 2 1

以上からピースの小さいものは真珠形成量が少ないけれども、品質の点ではことに4画のもの

は他に比して色光沢等が明らかに良好であった。
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無核再施術･言養‘殖試験

一旦無核真珠を抜き取った母貝をそのまま飼育すれば真珠が形成されるが、その成鎖の一例を

あげると次のようである。これをさらに増収するため外套膜の未施行部に新たに4～8カ所に蕊

核施術を行った。

,弾.
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夏期経過回協

2回

採取個磁

298審：

17

形成真珠側

554：

41

母見1個当
り形成鍬

1.8j

2.〔

等級

1級

347

23

do

2ー溺

1 2

11

3級
佃
切
ｃ
】

Ｐ
⑨

3 2

3.5砺

pn

４
ワ
】

2!

‐一一一－

クズ珠

施術個数

382･議

へい死数

57ｲI

現在養殖個数

325繍
甲ー



種卵の検査及び出荷指塔

目的

大阪府淡水漁業協同組合が行っている顧卵の府外移出の検査及び出荷を指導した。

結果

（1）5月2日～5月16日まで延3回5，805万粒を国鉄小荷物便で出荷した。が

（2）府外移出実績は前年度の約10％畑とや出伸びた。

（3）出荷先及び数mは次のとおりである。

(単位千粒）
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出荷先 フナリ コイ別 色ゴイ卵

北海道

茨城県

調三顕
埼 玉 県

栃 木 県

群馬県

神 奈川県

静岡県

山 梨県

長野県

新 潟県

富 山県

福井原

和牧山卵

兵即県

烏 取卵

島楓卵

山口卿
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．
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簡 知望

徳島勇

大 分鼠

熊本嬰

鹿児島 典
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